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【 庁 議 記 録 】

１ 日 時 令和５年６月 13 日（火）午前９時 05 分～午前 11 時 49 分

２ 場 所 市長公室

３ 出席者 市長 副市長 教育長 企画財政部長

総務部長 市民生活部長 福祉保健部長 子ども家庭部長

環境部長 都市建設部長 議会事務局長 教育部長

幹 事 政策室長

４ 欠席者

５ 会議結果

市 長 これより庁議を開催します。報告事項１「令和５年度住民税非課税世帯に

対する臨時特別給付金について」を報告してください。

部 長 本給付金は、電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特

に家計への影響が大きい住民税非課税世帯に対する臨時的な措置として給

付金を支給するものです。対象者は、令和５年６月１日時点で、市の住民基

本台帳に記録されている者であって、令和５年度分の市町村民税均等割が非

課税である世帯の世帯主です。支給額は、１世帯当たり３万円です。支給は

３つの方式により行います。①お知らせ方式は、対象世帯のうち令和５年１

月１日に市の住民基本台帳に登録があり、令和４年度電力・ガス・食料品等

価格高騰緊急支援給付金を狛江市で受給した世帯へ支給の通知書を発送し、

振込口座の変更等がなければ手続きは不要とし、プッシュ形式で支給します。

②確認書方式は、対象世帯のうち令和５年１月１日に狛江市の住民基本台帳

に登録があり、令和４年度電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金を

狛江市で受給していない世帯等へ支給要件確認書を発送します。対象世帯は

確認書に振込先口座等の必要事項を記載し、市へ返送いただきます。③申請

書方式として、①②に該当しない世帯は、申請書を提出いただきます。今回

の給付金の所管課は福祉相談課となり、502 会議室を執務室として、窓口や

ナビダイヤルを設置します。今後の主なスケジュールについては、６月 13

日に市ホームページ等で周知し、19 日にナビダイヤル開設を予定していま

す。広報こまえ７月１日号に掲載し、７月３日に通知と確認書を発送します。

８月 17 日に１回目の振込み、以降毎月支給し、10 月 17 日を最終支給と予

定しています。

市 長 続いて、報告事項２「駒井公園の整備計画を考えるワークショップの開催

について」を報告してください。
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部 長 駒井公園は都市計画公園事業として、令和４年２月 25 日に計画区域の一

部について事業認可を取得しました。現在、公園整備基本計画策定に向けて、

整備計画案の検討を進めており、市民の方から意見をいただくため、この度、

第１回ワークショップを令和５年７月９日に開催します。ワークショップの

開催は、今回を含め合計３回を予定しています。周知については、広報こま

え６月 15 号、開催案内チラシの配布、防災会及び町会への連絡を行います。

市民から親しまれる公園となるよう、市民との意見交換を踏まえ、検討を進

めていきます。

市 長 続いて、報告事項３「狛江市立学校における一斉閉庁の実施について」を

報告してください。

部 長 学校における働き方改革の一環として実施している学校の一斉閉庁につ

いて、例年どおり令和５年度も実施します。令和５年度の閉庁期間は、８月

７日から 11 日までの５日間です。前後の土・日曜日を含めると、計９日間

の連続した休みとなります。令和４年度同様、窓口業務や電話対応等は原則

行わないこととし、児童・生徒の登校や校内での部活動についても、原則行

いません。緊急連絡は、教育委員会で対応します。学校を通じて保護者にお

通知を配布するとともに、広報こまえ及び市教育委員会ホームページでも周

知します。また、学校の一斉閉庁期間に合わせて、令和５年度も公民館の居

場所事業として、「夏休み子ども・中高生スペース」を実施します。８月 11

日は祝日で休館日となっているため、４日間の実施となります。例年どおり

学習フリースペース、遊びのフリースペース、にこにこ広場、子ども食堂、

子ども・親子向けの事業を実施する予定です。

市 長 続いて、報告事項４「「スポーツ及び教育分野に関する連携・協力に関す

る包括協定書」の締結について」を報告してください。

部 長 ６月５日付けで、狛江市教育委員会と専修大学スポーツ研究所は、包括的

な連携・協力のもと、スポーツ及び教育の分野における人的交流、知的・物

的資源の相互活用を図り、地域社会の持続的な発展と人材育成に寄与するこ

とを目的として、包括協定書を締結しました。主な取組内容としては、第２

条のとおり、（１）スポーツ及びスポーツ医科学研究・教育に係る人的交流

の促進に関すること。（２）人的・知的資源及びスポーツ施設等の物的資源

の相互活用に関すること。（３）スポーツ医科学・教育に係る調査研究及び

事業の共同実施に関すること。（４）前各号に掲げるもののほか、第１条の

目的を実現するために必要な連携・協力に資する事項の４つです。専修大学

スポーツ研究所は、「人間にとって不可欠な身体活動を健康、スポーツ、さ

らに文化的な側面から総合的に科学すること」、そして「これらの調査研究

で得られた成果を、学生はもとより広く社会に還元すること」を目的として
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活動している機関です。研究所が持つスポーツに関する知見と、市のスポー

ツに関する資源等を相互に活用するべく、様々な取組を進めていきます。

市 長 その他ありますか。

部 長 小田急マルシェ狛江のリニューアルに伴う一時閉店の告知情報について

です。小田急線高架下商業施設小田急マルシェ狛江を運営する小田急 SC デ

ィベロップメントより、施設改修工事に伴い、７月 31 日をもって一時閉館

する旨の連絡がありました。各店舗の閉店予定日については資料のとおりで

す。本チラシは小田急マルシェ狛江１の入口や案内板に６月 12 日から掲示

し、利用者に周知しており、改修完了時期については来春以降を予定してい

ると伺っています。

なお、今回閉館する施設は、狛江駅改札から見て東側の「小田急マルシェ

狛江１」となります。西側の「小田急マルシェ狛江２」については改修工事

の予定はなく、通常通り営業を継続するとのことです。

市 長 他にありますか。

部 長 幹部職員へのハラスメント防止研修の実施についてです。７月４日午前

10 時 30 分から午前 11 時 30 分までの予定で、特別職及び理事職以上の幹部

職員に対し、ハラスメント防止研修を実施します。当市においては、前市長

のハラスメント問題を経験し、再発防止の取組を講じてきたところですが、

今一度、幹部職員に向けて研修を実施します。研修の内容としては、幹部職

員のハラスメント事案による組織に与える影響をはじめ、自身がハラスメン

トの当事者となり得る事を認識してもらうこと、指導とハラスメントの違い

や指導する際の注意点、ハラスメントを起こさせない、起きづらい職場づく

りを学び、人にやさしいまちづくりの推進につなげたいと考えています。

市 長 他にありますか。

部 長 令和５年度狛江市総合水防訓練の実施結果についてです。令和５年度は、

令和元年東日本台風と同程度の台風の接近に伴う対応を想定として４箇所

の避難所を開設し、一般市民を受入れるとともに福祉避難所開設訓練、排水

樋管対応訓練及び災害対策本部訓練を同時に実施しました。一連の訓練に際

して、市職員をはじめ、避難所運営協議会の皆様、各小中学校の先生方、そ

の他関係機関合わせて約 1,000 人に参加いただき、令和５年度も多くの方に

参加いただき、ありがとうございました。災害対策本部訓練では、高まる風

水害リスクへの対応能力を更に高めるため、災害対策本部会議に併せ、各部

連絡員による情報収集及び情報整理や、陸上自衛隊、狛江消防署、NTT 東日

本、医師会の先生も含む多くの関係機関も訓練に参加した災害対策本部との

連絡調整、災害医療コーディネーターとの連携要領の構築等を目的とした訓

練を実施しました。避難所開設・運営訓練では、４箇所の避難所を開設し市
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民の避難訓練を実施、各避難所では午前 10 時の防災無線等を合図に一般市

民の受入訓練を実施しました。さらに協定を締結しているこまえ正吉苑にお

いて福祉避難所を開設し、市民の方に協力いただき、避難の際に配慮が必要

な方への対応を確認しました。排水樋管対応訓練は、消防団による排水ポン

プ車の運用や下水道課職員による樋管操作の実働訓練も調布市と情報連携

し実施することで、より実践的な訓練になったものと思います。今後、参加

職員へのアンケート等により意見を集約し、次回の訓練及び実践に向けた課

題等を整理して修正を図り、令和元年東日本台風による水害を経験した狛江

市として、今後も災害に対する対応能力をさらに高めるため訓練を継続して

いきます。

市 長 他にありますか。

部 長 小田急バス（狛江駅南口～喜多見住宅）の工事に伴う迂回運行についてで

す。和泉多摩川駅付近でのガス管取換工事に伴い、狛 11 系統の狛江駅南口

から喜多見住宅間の小田急路線バスの迂回運行及び一部停留所の休止が予

定されています。期間については、日曜日を除いた６月９日から 23 日まで

で、午前８時 50 分から午後６時までの間となり、雨天等で工事が中止にな

った場合は通常通りの運行となります。迂回運行経路については、資料のと

おりです。休止の停留所については、喜多見住宅から狛江駅南口行の「和泉

多摩川商店街入口（狛江駅南口方向のみ）」の停留所となります。喜多見住

宅行については、狛江駅南口から和泉多摩川駅間を世田谷通りへ迂回します

が、通常通りの停車となります。

市 長 他にありますか。

部 長 小田急電鉄夜間作業のお知らせについてです。６月７日に小田急電鉄株式

会社から市内の夜間作業及び近隣配布用資料の共有がありました。３～５年

周期で行っているメンテナンス作業であり、成城学園前駅から登戸駅までの

区間において急行列車が走るレールについて、劣化したレールの凹凸を整え

るため夜間にレールを削る作業列車を走らせ補修するものです。資料は夜間

作業に伴い騒音等が発生すると考えられる範囲に小田急電鉄が配布したも

のです。作業区間により作業日程が異なるため、市内では３種類の資料を配

布したとのことです。今後は、事前に配布したチラシを共有できるよう依頼

しました。

市 長 他にありますか。

部 長 市内小中学校校庭におけるくぎの抜き忘れ等危険個所調査点検結果につ

いてです。４月に杉並区の小学校校庭において、転んだ児童が地面から頭を

出していたくぎでひざを十数針縫う大けがを負った事故を受け、狛江市内小

中学校の校庭でのくぎの抜き忘れ等危険個所について、教職員と用務委託事
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業者により、目視及び整備用トンボを用いる等の方法で、５月 12 日から 19

日までの日程で調査点検を実施しました。その結果、一部の学校校庭から使

途不明と思われるくぎが数本発見されましたが、速やかに撤去したところで

す。本調査結果は、庁議終了後に市教育委員会ホームページで周知します。

また、現在、多くの学校では運動会や体育祭等の実施に当たり、カラービニ

ールひもの目印を付けたくぎやテント固定のためにペグ類を打ち込んでい

ます。打ち込み箇所を事前に図面に残す等、事前対策を講じた上で、運動会

や体育祭等の学校行事の終了後、打ち込んだくぎ等を即座に撤去するよう５

月 26 日付けで学校教育課長名文書を発出し、注意喚起を促しています。ま

た、学校と委託事業者と連携して事後点検を確実に行う等、児童生徒の安全

確保に万全を期していきます。

市 長 他にありますか。

部 長 庁舎見学についてです。６月 14 日午前９時頃から狛江第三小学校３年生

４クラス 114 名、また、21 日午前９時頃から狛江第五小学校３年生４クラ

ス 112 名が市役所庁舎を見学に来庁します。見学当日は、市民センターホー

ルを中心に、業務に支障がないようクラス単位で見学します。見学時間は１

時間程度を予定していますが、引率は担任が行い、教育部職員がサポートし

ます。各部長等とは既に調整していますが、開庁中のため、庁舎利用者の方

や各部署に迷惑がかからないよう十分配慮しますので、協力をよろしくお願

いします。

市 長 次に、審議事項１「令和５年狛江市議会第２回定例会一般質問対応につい

て」、７番山田みちこ議員です。

部 長 「１ 安心安全について」は、多摩川土手階段の段差、多摩川内水氾濫対

策及び猪方排水樋管に関する質問があります。

部 長 また、フェーズフリー公園に関する質問があります。

部 長 また、多摩川沿いの防犯カメラに関する質問があります。

部 長 「２ 学校の働き方改革について」は、部活動の地域連携・地域移行に関

する質問があります。

部 長 「３ ふらっとなんぶ」は、利用状況や今後予定しているイベント内容、

展望に関する質問があります。

市 長 次に、８番しの浩司議員です。

部 長 「１ 交通安全対策について」は、通学路の合同点検等、通学路の安全対

策に関する質問があります。

部 長 また、倒壊の恐れのある空き家等、自転車の安全利用に関する質問があり

ます。

部 長 また、見守り活動と健康ポイントに関する質問があります。
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市 長 次に、９番三角たけひさ議員です。

部 長 「１ 安全安心な街を創る」は、市道 609 号線の拡幅整備の方向性に関す

る質問があります。

部 長 また、令和５年度防犯カメラ設置場所や性能・効果、住宅防犯機器購入・

設備費用一部補助制度の効果に関する質問があります。

部 長 また、学校水害対策、教育機関のＢＣＰに関する質問があります。

部 長 また、（仮称）駒井公園整備基本計画に関する質問があります。

部 長 「２ 公務員の副業について」は、副業に関する規定、解禁の動きや山形

県上山市等の制度開始に関する質問があります。

市 長 次に、10番太田久美子議員です。

部 長 「１ 地域を支える公共交通の実現のために」は、市における地域公共交

通の必要性、これまでの取組と課題に関する質問があります。

部 長 「２ 命を守る災害対策」は、首都直下地震発生時の被害軽減に向けた取

組や令和４年度狛江市総合防災訓練や令和５年度狛江市総合防災訓練を踏

まえた成果と課題、新型コロナウイルス感染症５類移行に伴う避難所運営の

変更点等に関する質問があります。

部 長 令和５年度狛江市総合水防訓練における福祉避難所の開設訓練を踏まえ

た課題に関する質問があります。

部 長 災害時の避難行動要支援者への支援に関する質問があります。

部 長 「１ 教科書採択についてパート 10」は、教科書採択の位置付け、デジタ

ル教科書への対応に関する質問があります。

部 長 「２ 生体解析機能の有効性について～睡眠時無呼吸症候群と歯科の関係

性～」は、狛江市の医療環境や睡眠に関する取組に関する質問があります。

部 長 「３ 婚活について」は、多摩マッチングプロジェクトについて令和４年

度実施内容や今後の課題・目標に関する質問があります。

市 長 次に、22番石井功議員です。

部 長 「１ マイナンバーカードについて」は、現在起きているトラブル内容と

原因や市の現状に関する質問があります。

部 長 また、マイナンバーカードの必要性に関する質問があります。

部 長 「２ 狛江駅南口の再開発について」は、狛江駅南口まちづくり協議会の

進捗状況や東和泉一丁目地区構想案に関する質問があります。

市 長 次に、11番荒木てつ議員です。

部 長 「１ 教育環境の充実について」は、教員の働き方、市立中学校教諭のク

ラブ顧問の負担、特別支援教育の現状と課題に関する質問があります。

部 長 「２ 視覚障がい者の支援について」は、視覚障がい者に配慮した音響信
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号機や点字ブロック設置に関する質問があります。

部 長 「３ 災害対策について」は、猪方樋管での排水ポンプ設置の用地確保に

関する質問があります。

部 長 また、避難行動要支援者への防災ラジオ貸与及び個別計画に関する質問が

あります。

部 長 また、防災ラジオの利用拡大の検討に関する質問があります。

市 長 次に、12番岡村しん議員です。

部 長 「１ 子育て環境の充実について」は、学校給食の無償化に関する質問が

あります。

部 長 また、学童保育の充実、待機児に関する質問があります。

部 長 「２ 市政運営について」は、市民センター（中央図書館、公民館）の運

営、市民説明会に関する質問があります。

部 長 また、自衛隊への個人情報提供に関する質問があります。

部 長 「３ まちづくりについて」は、交通不便地域解消や再開発の現状に関す

る質問があります。

市 長 次に、13番宮坂良子議員です。

部 長 「１ 感染症対策について」は、新型コロナウイルス感染症５類移行の影

響や対応、帯状疱疹ワクチンの補助制度、インフルエンザ予防接種に関する

質問があります。

部 長 「２ 市民要望の実現を」は、難聴者への補聴器購入費補助やエアコン・

電気代の助成に関する質問があります。

部 長 「３ きょうだい児，ヤングケアラーへの支援を」は、ヤングケアラーの

実態や相談支援に関する質問があります。

市 長 次に、14番西村あつ子議員です。

部 長 「１ 子育て支援について」は、子どもの医療費無料化や保育サービスの

充実、保育園での事故に関する質問があります。

部 長 「２ 寄せられた市民要望について」は、松原児童遊園横の歩道の確保に

関する質問があります。

部 長 また、ゴミ袋に関する質問があります。

部 長 「３ 市民生活支援について」は、物価高騰への支援策、地方創生臨時交

付金に関する質問があります。

市 長 次に、18番佐々木貴史議員です。

部 長 「１ 安全安心なまちづくりについて」は、特殊詐欺の撲滅や防犯対策に

関する質問があります。

部 長 また、闇バイトに関する質問があります。

部 長 「２ ２０２４問題について考える」は、運送関係の労働時間制限につい
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て、市の認識と課題や今後の影響への対策に関する質問があります。

部 長 「３ 市民要望の実現に向けて」は、通行車両の速度抑制への取組に関す

る質問があります。

部 長 また、公共施設利用の登録・予約に関する質問があります。

市 長 次に、16番石川和広議員です。

部 長 「１ 交通安全の取り組みについて」は、通学路の交通安全対策や自転車

の安全利用、自転車用ヘルメットの着用促進に関する質問があります。

部 長 「２ 不登校の児童生徒への支援について」は、不登校の現状や市教育委

員会の取組等に関する質問があります。

市 長 次に、15番小野寺克己議員です。

部 長 「１ 災害から身を守る防災・減災対策の推進について」は、河川流域の

流域治水や東京マイ・被害想定の活用に関する質問があります。

部 長 「２ 公共施設予約のＤＸ化について」は、ＩＣＴ推進計画とＤＸ戦略と

の関係性等、ＤＸ戦略の考え方に関する質問があります。

部 長 また、予約システムで行政サービスを無人化・自動化、書類申請、受け取

り業務のデジタル化に関する質問があります。

市 長 次に、17番山田幸子議員です。

部 長 「１ 出産・子育て応援事業について」は、伴走型相談支援や電子母子手

帳（母子手帳アプリ）の導入・活用方法に関する質問があります。

部 長 「２ マンションの管理適正化と防災に対する政策について」は、老朽マ

ンションの現状と課題に関する質問があります。

部 長 また、マンション防災、自主防災組織育成等に関する質問があります。

市 長 次に、５番きたみまさし議員です。

部 長 「１ 誰もが住みやすい狛江市を目指して」は、精神障がい者向け選挙公

報やわかりやすい選挙公報等、他市の取組に関する質問があります。

部 長 「２ 優先順位を意識した防災対策について」は、電柱地中化の進捗状況

に関する質問があります。

部 長 また、内水氾濫対策の現状に関する質問があります。

部 長 「３ 市民提案を形にする各種施策について」は、ＳＤＧｓ推進・光熱費

削減のための試験的取組に関する質問があります。

市 長 次に、６番三宅まこと議員です。

部 長 「１ 市政課題と捉えていること」は、公有地での電源使用や防災に関す

る広報に関する質問があります。

部 長 また、全盲視覚障がい者の文字認識への福祉的な対応に関する質問があり

ます。

部 長 「２ 市民要望実現に向けて」は、多摩川ドッグランに関する質問があり
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ます。

部 長 「３ 【今任期で取り組みたいこと】市民センターと連動した市民ひろば

改修」は、市民ひろば改修時の課題等に関する質問があります。

市 長 次に、１番小木哲朗議員です。

部 長 「１ 待ったなしの水害対策」は、東日本台風の被害状況や、庁内マニュ

アル、情報発信の強化等に関する質問があります。

部 長 「２ 愛犬家が熱望ドッグラン再開」は、再開計画や愛犬家のマナー等に

関する質問があります。

部 長 「３ コロナ感染 今だから考えたい子供への影響」は、不登校の増加と

新型コロナウイル感染症の感染拡大による影響等に関する質問があります。

市 長 次に、２番ひらい里美議員です。

部 長 「１ シビックプライドを育む文化施設」は、狛江市がめざす図書館、市

民説明会での意見、公民館学習に関する質問があります。

部 長 また、市民センター、新図書館基本方針に関する質問があります。

部 長 「２ 公共交通が不便な地域における対策」は、公共交通の地域格差と対

策、地域の実情に合った交通手段に関する質問があります。

部 長 「３ 安心安全なまちの課題」は、有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）汚染と

狛江市の健康危機対策に関する質問があります。

部 長 また、自衛官募集事務に係る対象者情報の提供に関する質問があります。

市 長 次に、３番高木さとこ議員です。

部 長 「１ 公立学校の新たな可能性～ 不登校生徒の別室設置について」は、

市内不登校生徒の実態と対策等に関する質問があります。

部 長 「２ 新型コロナワクチンの効果と， 後遺症の現状・対応を確認する」

は、乳幼児・児童のワクチン接種やワクチン後遺症患者の把握と健康被害に

関する質問があります。

部 長 「３ 市民活動をサポートする新しいシステムを」は、市民活動と図書

館利用者に関する質問があります。

部 長 また、地域センター、地区センター運営の現状と今後の可能性に関する

質問があります。

市 長 次に、４番吉野芳子議員です。

部 長 「１ 市民とともに進める環境に配慮したまちづくり」は、多摩川を生か

した小水力発電の検討、ゼロカーボン実現に向けた取組等に関する質問があ

ります。

部 長 「２ 希望を持って生きられる地域社会をめざして」は、若者の生きづら

さ、若者支援に関する質問があります。

部 長 また、消費生活相談に関する質問があります。
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市 長 他になければ、以上で本日の庁議を終了します。次回の庁議は、６月 21

日午前９時 00 分から開催します。


